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令和２年４月１４日 

保 育 部 

                                             教育委員会事務局 
                           

世田谷区立池之上小学校改築基本構想（案）について 
 
付議の要旨 
世田谷区立池之上小学校について、改築及び保育施設との複合化の基本構想（案）

を取りまとめたので報告する。 
 

１ 主旨 
 世田谷区立池之上小学校については、耐震診断の結果から改築が必要と判断し、令
和元年９月に全面改築の整備方針を策定したところである。その後、区と学校関係者、
地域住民による「世田谷区立池之上小学校改築基本構想検討委員会」を設置し、保育
施設との複合化を含め基本構想案の検討を進めてきた。この度、令和２年３月に改築
及び保育施設との複合化に関して基本構想（案）がまとまったので、報告する。 

 
２ 基本構想（案）の概要 
（１）改築の基本的な考え方 

   ①校舎棟、体育館棟、プール棟を含め、全面改築とする。 

   ②保育施設との複合化を図る。 

   ③改築中の仮校舎として、北沢中学校第二校舎（旧北沢小学校）を活用し、仮
設校舎は建設しない。 

   ④施設整備の発注方法は、設計施工分離発注方式とする。 

   
（２）計画施設の概要 

   ①敷地概要 
    所 在 地   世田谷区代沢二丁目４２番９号 
    敷地面積   ７，４４０㎡（自転車等駐車場敷地約１４０㎡を除く） 

  ②建物概要  
    構造・階数  鉄筋コンクリート造、地上４階建 
    延床面積   約７，２１０㎡ 

  ③主要室構成 
・普通教室（１４）、ワークスペース（３）、特別支援学級等（４）、特別教

室（理科室、音楽室、図工室、家庭科室、図書室等）､多目的ルーム、体育
館、新ＢＯＰ室、プール諸室、給食諸室、管理諸室、等 
・保育施設 ・防災倉庫等 

 
 

建物（棟） 既存施設 整備方針 

池
之
上
小
学
校 

校舎棟 ３，９０７㎡ 

約６，８５０㎡ 体育館・特別教室棟 １，３６６㎡ 

プール付属棟 １５３㎡ 

保育施設 ０㎡ 約３６０㎡ 

延床面積合計 ５，４２６㎡ 約７，２１０㎡ 
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（３）基本構想案の特色 

①学校配置計画 

改築する校舎棟は近隣の住環境への配慮や、狭あいな道路に挟まれた施工条

件が厳しい敷地である。このため、南北の道路から建設機械や資材の搬入通路

を確保することで比較的工期短縮を図れる学校敷地の西側に校舎を配置し、校

庭を学校敷地東側とする。また、学校機能をコンパクトにまとめ、周辺への圧

迫感や日照・通風の影響に配慮し、プールを屋上に整備することで可能な限り

校庭を広く確保した計画とする。 

②保育施設配置計画 

  保育施設は１階南側に配置、園庭は日当たりの良い南側の配置とし、通園動

線は学校敷地西側の商店街に面した通路を活用することで、小学校児童の登下

校と錯綜しないよう配慮する。定員４５名を想定し施設面積を確保した計画と

する。 

  

（４）平面ゾーニング計画 

①普通教室ゾーン 

普通教室は校舎２、３階の東側校庭に面した位置に配置する。また、普通教

室と同じ階にワークスペースを設け、多様な学習環境に対応が可能な計画とす

る。 

特別支援学級等は専用の玄関が配置可能で落ち着いた環境が期待できる、１

階北側に配置する。 

②管理ゾーン 

管理諸室のうち職員室、校長室、事務室は、校庭の視認性など管理運営に配

慮し、１階に集約した配置とする。 

保健室は、外部からの出入りの確保や緊急車両の寄付きが可能な１階の校庭

に面した配置とする。 

主事室はセキュリティーに配慮し、２階児童用昇降口に接した配置とする。 

③屋内運動場 

屋内運動場は１階西側に配置し、自然採光及び通風を確保するためハイサイ
ドライトを設ける計画とする。 

④特別教室ゾーン 

理科、家庭科、図工、音楽の各特別教室は、教室と同じ２・３階の校舎北側

または南側に配置する。 

図書室は校舎棟２階中央に設け、吹抜、ハイサイドライトにより自然採光、

自然換気を確保した計画とする。 

多目的ルームは地域開放時の動線に配慮し、校舎２階南側に配置する。 

⑤新ＢＯＰ室 

新ＢＯＰ室は、運営上必要となる専用玄関を設けることが可能で、校庭に面

した１階南側に配置する。 

⑥地域開放ゾーン 

これまでの校庭、屋内運動場及び家庭科室の地域開放に加え、改築後は新た

に図書室をはじめ、多目的ルーム、地域学校会議室、特別教室（音楽室、図工

室、理科室）についても、地域の需要等を踏まえ開放を想定し、セキュリティ

ー区分に配慮した計画とする。 
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⑦保育施設ゾーン 

保育室は、日当たりの良い環境を確保するため、南向きに保育室を想定する

とともに、園庭も南に配置する。また、駐輪スペースを西側門内に設置し、利

便性に配慮する。 

 ⑧区立自転車等駐車場 
区立自転車等駐車場は、学校敷地を分割して計画することとし、児童の登下

校動線に比較的影響が少ない現在とほぼ同位置に設置し、現在の駐輪台数１２
０台を確保する計画とする。また、効率的に敷地を利用するため、電磁ロック
式ラックを設置して、管理人室を設置しない計画とする。 

 

 
３ 概算経費 
（１）概算工事費 
   約３３．０億円 

〈内訳〉 

設 計 費      ：  約２．０億円 
改 築 費      ：約２８．２億円 
解体工事費   ：  約２．７億円 
※外構工事費（校庭整備含む）及び民間で内装を整備した場合の保育園
の建築工事費（約１億円）は上記概算額に含まず。 

※特定財源として、国庫補助事業（公立学校施設整備費負担金及び学校
施設環境改善交付金）の活用を想定し、約４.９億円を見込んでいる。 

 
（２）概算年間施設維持管理費 
  約３．３千万円 
 
４ 今後のスケジュール（予定） 

 令和２年  ４月 福祉保健常任委員会、文教常任委員会 
         ５月 基本構想住民説明会 

基本設計 
令和３年度    実施設計、既存校舎解体工事 
令和４年度    改築工事 
令和５年度    改築工事、校庭整備工事、新校舎供用開始 




